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　ウクライナへの軍事侵攻を開始したロシアは、国際社会から強い非難を受け、厳しい制裁を受け
ることになりました。一方で、「グローバルサウス」と呼ばれる非西側諸国、特にアジア・ユーラシ
アの国々には、ロシアにより宥和的な姿勢を持ち続ける国も多く存在します。プーチン政権はかね
てから、アジア太平洋諸国との関係強化と極東・シベリア地域の開発を進める「東方シフト」を進め、
アジア・ユーラシアの国々との関係強化を図ってきました。ウクライナをめぐる西側諸国との対立
激化の中、ロシアはエネルギー開発や輸送インフラの整備、極東地域の社会インフラ整備などを通
じて、その取り組みを一層強化しようとしています。こうした政策の進捗状況を追いながら、国際
秩序の行方、そして日露関係の今後についても考察しています。

日本の隣国であり、現在厳しい対立関係にある一方、天然資源などで協力関
係にもあるロシアを理解することは、きわめて重要です。
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　静岡県の政治は日本政治の縮図といわれて久しい。しかしそんな静岡県の政治にも大きな
構造変動の予兆が見られる。こうした予兆の持つ意味を考察することが本研究のアピ－ルポ
イントである。

　目的・概要は2008年7月刊行の拙著『静岡の政治　日本の政治』（静岡新聞社、静新新書25）
の「はじめに」に記した通りである。比較（国際・国内）と政治史（過去との比較）という方法を
駆使して、静岡県の政治の構造変動を分析している。「保守王国」とのみ言われることの多い
静岡政治の新たな顔を発見する事をめざす。

　研究途上であるがいくつかの発見を箇条書きで記すと次のようになる。

•市町村合併の結果、旧郡部を統合して出来た県内新市における投票行動には都市型への変
化が見られる。
•上記変化は政令市である浜松市で特に顕著であり、北・西・天竜区では従来見られなかっ
た投票行動が05衆院選・07参院選で観察できた。
•戦後の静岡県知事は約20年～ 26年という長いサイクルで官僚と政治家との間を往復して
いるように考えられた。しかし、官僚でも政治家でもない学者・川勝知事の登場は、画期的
な事態である。

静岡，日本，政治構造，地方政治，比較，選挙，投票行動，
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